
総　評
　高２アドバンスト英語では，リスニング，語句整序，
和文英訳，長文読解，自由英作文といった多様な出題に
より，受験者の総合的な英語力を測ることを目的として
いる。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦手な分
野を把握し，的を絞った学習計画を立てられるようにし
たい。
　また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤答の
内容も把握してほしい。特に自由英作文や和文英訳，長
文問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に得意にな
る分野ではないが，大学入試に向けて実力をつけなけれ
ばならない部分である。模範解答と解説をよく読み，自
分の答案に足りなかった部分や工夫できる点を見つけ
るようにしよう。

問題別講評・採点基準
1　リスニング

リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メモを
取りながら音声を聞くようにしよう。
問題Ａ
（３）正答の選択肢c内のdevelopmental problemsがそ
のままの表現で放送されていたためか，比較的よくでき
ていた。反対に，正答の選択肢が放送内容を別の表現で
言い換えている場合に，正答率が下がる傾向にあるよう
だ。単語だけで判断せず，内容を理解した上で判断しよ
う。
問題Ｂ
（６）どちらの空所も放送された語で埋めることがで
きるため，空所補充型の要約問題として難易度は高くな
いのだが，白答が目立った。今回のように，意見交換を
する対話文の聞き取りでは，双方で意見が一致している
ポイントはどこか，また意見が分かれているポイントは
どこか，それぞれ整理しながら聞くようにしよう。ま
た，前後のつながりから見て不適切な品詞を書く誤答も
散見された。空所を含む文の構造をきちんと確認し，文
法的に適切な品詞で解答することを心がけよう。

2　語句整序・和文英訳
問題Ａ　語句整序
　英文中の整序問題で，日本語も与えられていない。与
えられた語句から文を作り上げることができるかどう

かを見た。
（１）such を見ると反射的に such a ～の形で考えてし
まいがちだが，such を使う表現はいくつかある。なじみ
のある表現から発想するのはよいが，すべての選択肢を
並べたところで，文法的に成立しているか，また前後と
つなげて読んで意味が通じるかをきちんと確認しよう。
（２）文頭に the disappointment を置いた誤答が多く
見られた。カッコを含む文の後半で，the world 以下が
１つの節になっていることに注意しよう。また，カッコ
内の present の使い方に迷ったような解答も多く見られ
た。be present at ～（～に出席して）という形容詞とし
ての用法は和文英訳や自由英作文でも頻出なのでぜひ
覚えておきたい。
（３）空所末尾の no matter what …（たとえ何を…し
ようとも）の表現はできているが，冒頭の how come …

（どうして…するのか）ができていないものが多かっ
た。
（４）空所直前の should not に続けて should not have
to leftとした誤答が多く見られた。should not have done

（…しないほうがよかったのに（実際はした））は仮定
法との関連でも問われやすい表現なので，整理しておこ
う。
（５）it remains to be seen の形が何となくできている
のに，カッコのあとと文法的につながらない解答が散見
された。
問題Ｂ　和文英訳
　和文英訳は，訳しやすい日本語に直してから英訳する
こと，できるだけ基本語を用いて簡潔に表現することを
意識して取り組みたい。減点部分を必ず見直し，同じ間
違いを繰り返さないようにしよう。

ⓐ「言葉」が「『もうバイオリンは弾けないね』とい
う」と「不注意に思える」の２つの要素で説明されてい
るため，文構造に迷った解答が多く見られた。表し方は
何通りか考えられるが，模範解答や別解で文構造を確認
しておこう。最も気になったのは，「もう」を yet とする
誤訳。yet は「（すでに）もう；まだ」の意味なので，文
脈に合わない。問題文の「もう」は「もう今後は；もは
や」の意味なので，anymore が適切である。また，「～
のやる気に火をつける」は「～に…する意欲を起こさせ
る」と考えてmotivate ～ to doやencourage ～ to doを
使うと書きやすい。make ～ to do は「～に（無理矢理）
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…させる」の意味で，今回のように「意欲が起きた」と
いう状況の訳としては不適切である。
　ⓑ「逆境に打ち勝つ」で win を使った解答が多かった
が，win は win the game（試合に勝つ）のように，目的
語には‘試合・競技’または‘賞品’をとるため，ここ
では不適切。‘困難’などを目的語にとる動詞表現とし
ては overcome や get over，fight against などを用いる
とよい。

3　長文読解
　砂の需要の急増とそれによる影響について述べた英
文。身の周りにも普通に存在する「砂」を資源として意
識することは少ないので，意外な内容だと感じた人も多
かったのではないだろうか。英文全体として難しい表現
は少ないが，下線部で出題されているように意味を取り
づらい表現があるので，前後の文脈を考えながら読み進
める力が問われた。
（１）run out of ～（～が不足する）の表現を知らない
場合でも，第１段落第１文の「ほとんどどこにでも砂が
あるように見える」という内容と，下線部を含む文の文
頭の But，下線部以降の「砂は最も多く消費される資源
である」という内容から，ある程度推測することができ
るだろう。
（２）dという誤答が多かった。下線部のあとの説明に
too smooth and round to be used（使えないほど滑らか
で丸い）とあるので，砂漠の砂の問題点は量ではなく質
であるという点に注意しよう。

4　長文読解
　第３段落以降のキーワードである，altruism（利他主
義）という単語が難しく，読解に困難を覚えた人もいる
かもしれない。ダッシュのあとの説明や続く具体例か
ら，これがどのようなものか，なるべく早い段階でイ
メージできるとよかっただろう。
（１）短いが，文法的に重要な要素がたくさん詰まった
文。無生物主語の訳し方，wouldn’t が仮定法として使わ
れていること，simply が「単に」ではなく，「絶対に…

（ない）」という意味であること，などをしっかり復習し
ておこう。
（２）英文構造が複雑な文だった。解説を読んで，構造
をよく確認しておこう。答案では，when it comes to ～
をうまく訳せていないものが多く見られた。基本的な表
現なので，しっかり押さえておくこと。
（４）下線部の直前の In contrast と下線部の in this
way の読み取りがポイント。in contrast（対照的に）と
いう言葉が出てきたら，「何」と「何」が対照的な関係
にあるのか，問題になっていないときでも考える習慣を
つけたい。
（５）かなりの難問となったようだ。該当箇所が For

example で始まる次の段落であることに気づけた人が
そもそも少ない。（４）で取り上げた in contrast もだ
が，このような論理展開を示す語句に注目して読む訓練
を積むこと。該当箇所に含まれる vice versa （逆もまた
同じ）は難しい表現だったと思うが，これを機にしっか
り覚えてほしい。

5　自由英作文
　文法・語彙と内容・構成の２つの観点に分けて採点し
た。指定語数に対する不足・超過については，５点の減
点。ただし，指定語数の半分（35 語）未満のものについ
ては，文法・語彙点を与えていない。
○文法・語彙点� ……15 点

誤りの数に応じて，15 点を越えない範囲で減点してい
る。
○内容・構成点� ……15 点

内容に応じて，15 点（減点なし），10 点（－５点），５
点（－ 10 点），０点（－ 15 点）のいずれかの点数をつ
けている。以下のような答案は内容・構成点の減点対象
となる。
・賛成・反対の理由が説得力に欠けるもの
・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの
・同じ内容の繰り返しになっているもの

今回のテーマは，すべての高校で英語以外の言語を選
択できるようにすべき，という意見に対する賛否を問う
ものだった。予想に反し，圧倒的に「反対」の答案が多
く，「英語がまだ得意でない人が多い」「英語が一番役に
立つ」という理由が挙げられていた。「賛成」の答案で
は「日本に多くの外国人が住むようになっているが英語
が話せない人も多い」「海外で仕事をするのに中国語な
ど英語以外の言語も必要」といった理由がよく見られ
た。また，賛成している答案でも「しかし，英語も大
切だから他の授業を減らして２つの言語の授業が必要」
という意見もあった。このような答案は 70 ～ 80 語とい
う制限語数を生かし，反対意見も組み込み，うまくまと
めていると言える。意見を述べる英作文では，自分とは
異なる意見の人に対して説得するという視点を持って
取り組みたい。理由を述べる際には，具体例やエピソー
ドを挙げるなどして，読み手が納得できるような根拠を
示すように心がけよう。



数 学

総　評
　今回は以下の分野から出題した。
　「対数関数」「高次方程式」「三角関数」
　「1次不定方程式」「場合の数・確率」
　「微分積分」「ベクトル」「図形と方程式」「数列」
レベルとしては，易しいものから難しいものまで，幅
広く出題した。標準レベルのものまでは全員に正解して
ほしかったが，残念ながら出来がよくない問題もあった。
間違えた問題については，「解答」や「解説」を参考に
しっかり復習しておこう。
　また，答案の作り方についても意識しておくとよい。
せっかくわかっていても，理解していることが採点者に
伝わらないと点数はもらえない。「解答」の記述も参考
に，どのように書けばよいか，どの程度書けばよいかな
どについて確認しておきたい。

問題別講評
１　小問集合
（１）アでは，真数条件を考慮せず ≈≤0，2≤≈とした
ものが目立った。また，イでは，真数条件や底の条件を
考慮しなかったと思われるもの，底による場合分けをし
なかったと思われるものなど，さまざまな誤答が見られ
た。対数関数の扱い方をよく復習しておこう。

（２）比較的できていたが，ウでは，i=-
∏
2 ，

∏
2 を代

入しただけの- 3 ≤ t≤ 3 という誤答がちらほら見
られた。間違えた人は，関数の最大値・最小値を求める
際の考え方をよく復習しておこう。
（３）できていた。
（４）クはできていたが，ケではさまざまな誤答が見ら
れた。条件付き確率の考え方を復習しておこう。

２　微分積分
　3次方程式の解のとり得る値の範囲に関する問題。
（１）できていたが，微分したあと増減表をかかずにい
きなり答を書いているものがあった。極値の求め方は，
微分積分において最も基本となる項目である。減点され
ていた人は，手順をよく再確認しておこう。
（２）（ⅰ）できていた。
（ⅱ）根拠の不十分なものが非常に多かった。グラフよ
り-1<b<3，3<c<5を求め，そこから 4<b+c<6と

しているものがあったが，これだけでは 2<b+c<8し
かいえない。「解答」のように解と係数の関係を利用す
る方法をしっかり確認しておこう。

３　ベクトル
　四面体を題材にしたベクトルの問題。
（１）辺 OBを 6：1に内分する点を Eとしたものが多
く，想定よりもできていなかった。問題文はよく読むよ
う心がけよう。
（２）OP⊥ FPに着目し，内積を利用するという方針
は立てられているものの，その計算の途中でミスしてい
るものが多かった。無理に途中の計算を省略せず，丁寧
に計算してほしい。
（３）白答がほとんどだった。（２）と同様にOQ⊥FQ

に着目して内積を利用する「解答」の方法のほか，方べ
きの定理を利用する「解説C」のような解答も可能であ
る。できなかった人はもちろん，できた人も様々な解法
を学び取ってほしい。

４　図形と方程式
　2直線の交点の軌跡に関する問題。
（１）問題文に従って，点の座標や直線の式を順に求め
ていけば正解に到達できる問題であったが，想定よりも
できていなかった。図形と方程式の問題では，丁寧に図
をかき，慌てずに 1つ 1つの条件を式に表していくこと
が重要であることを肝に銘じてほしい。
（２）白答が多かった。着手できていたものの多くは点
Hの座標を求める方針（「解説C」）をとっていたが，本
問においてはやや遠回りである。「解答」のように，点
Hの ≈座標，¥座標がみたす式から pを消去するという
方針を押さえてほしい。

５　数列
　数列の和と一般項に関する問題。
（１）できていた。
（２）Sn-Sn-1についてはできていたが，Tn-Tn-1につ
いてはあまりできていなかった。複数の¸を含む式を整
理する際は，適宜，和を書き下して考えるとよい。
（３）「（２）の結果を利用するにはどうすればよいか」
というところから突破口を開いてほしかったが，あまり
できていなかった。
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（４）できていなかった。階差数列を利用して数列の一
般項を求めるという発想を確認しておいてほしい。

採点基準
　以下に配点の目安を記しますので，参考にしてくださ
い。なお，下記は目安であり，立式や計算の過程におい
て，場合に応じて部分的に得点を与えることや，減点す
ることがあります。
　また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以下の
基準に当てはまらないこともあります。

１（40点）
　いずれも答に
（１）ア：4点，イ：6点　 ……………………… 10点
（２）ウ：3点，エ：3点，オ：4点 …………… 10点
（３）カ：4点，キ：6点　 ……………………… 10点
（４）ク：4点，ケ：6点　 ……………………… 10点

２（30点）
（１）（8点）
　f(≈)を微分して　 ………………………………… 1点
　f(≈)の増減を調べて　 …………………………… 3点
　答に　………………………………………………… 4点
（２）（ⅰ）（10点）
　¥=f(≈)のグラフをかいて　 ……………………… 4点
　答に　………………………………………………… 6点
（ⅱ）（12点）
　b+c=3-aを示して　 …………………………… 3点
　¥=f(≈)と ¥=0の共有点の ≈座標を求めて　 … 3点
　aのとり得る値の範囲を求めて　 ………………… 3点
　答に　………………………………………………… 3点

３（40点）
（１）（8点）
　OF を実数 kと a，b を用いて表して　 ………… 2点
　kを求める式に　 …………………………………… 3点
　答に　………………………………………………… 3点

（２）（12点）
　OP を実数 lと cを用いて表して　 ……………… 1点
lを求める式に　 …………………………………… 8点

　答に　………………………………………………… 3点

（３）（20点）
　OQ を実数 sと OF，cを用いて表して　 ……… 5点
　sを求める式に　 …………………………………… 8点
　sの値を求めて　 …………………………………… 4点
　答に　………………………………………………… 3点

４（40点）
（１）（15点）
　点 Pの座標を pを用いて表して ………………… 2点
　点 P' の座標を pを用いて表して　 ……………… 2点
　直線 lの傾きを pを用いて表して　 ……………… 5点
　答に　………………………………………………… 6点
（２）（25点）
　点Hが直線 l上にあることを式で表して ……… 3点
　点Hが直線 OP' 上にあることを式で表して　 … 3点
　軌跡の方程式を求めて　…………………………… 6点
　軌跡の限界を求めて　…………………………… 11点
　答に　………………………………………………… 2点

５（50点）
（１）（8点）
　答に　………………………………………………… 8点
（２）（12点）
　Sn-Sn-1を求めて（答に）　 ……………………… 5点
　Tn-Tn-1を求めて（答に）　 ……………………… 7点
（３）（15点）
　（２）の結果より
　　　(Sn+1-Tn+1)-(Sn-Tn) を求めて　 ……… 5点
　Sn-Tn=(n-1)3 より
　　　(Sn+1-Tn+1)-(Sn-Tn) を求めて　 ……… 5点
　答に　………………………………………………… 5点
（４）（15点）
　an+1-anを求めて　 ………………………………… 5点
　n≥3のとき，anを求めて（答に）　 …………… 8点
　n=2のときも成り立つことを確認して　 ……… 2点
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害
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の　

ｆ
医
師
の
裁
定
に
よ
る
基
準
へ
と
変
化

し
た
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
15
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
３
点
・
ｅ
部
２
点
・
ｆ
部
３
点

〈
各
人
の
理
性
に
よ
る
判
断
→
医
師
に
よ
る
判
断
〉
と
い
う「
基
準
の
変
化
」
の
大
枠
は
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
が
、
各
要
素
を
す
べ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少

な
か
っ
た
。
傍
線
部
説
明
と
し
て
は
、「
正
義
の
基
準
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
何
に
対
し
ど

の
よ
う
な
判
断
を
す
る
際
の
基
準
で
あ
る
か
、
ａ
～
ｃ
部
の
要
素
も
漏
れ
な
く
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。

㈤　

誤
答
は
分
散
し
た
が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
が
や
や
目
立
っ
た
。
直
前
・
直
後
の
内
容
と
の
結
び
つ

き
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

㈥　

誤
答
は
ウ
・
エ
が
目
立
っ
た
。「
適
切
で
な
い
も
の
」
を
選
ぶ
こ
と
を
踏
ま
え
、
選
択
肢

を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
本
文
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

二　

小
説

㈠　

⒜
「
自
明
の
理
」
は
、
比
較
的
よ
く
で
き
て
い
た
。

⒝
誤
答
と
し
て
、
エ
「
自
身
の
し
た
悪
事
を
告
白
す
る
こ
と
」
を
選
ん
だ
人
が
い
た
。

「
釈
」
は
〈
解
き
明
か
す
〉
の
意
。
こ
こ
は
〈
亮
人
の
誤
解
を
解
き
ほ
ぐ
す
〉
と
い
う
趣
旨

の
選
択
肢
を
選
び
た
い
。

⒞
誤
答
は
、
ア
「
自
身
が
拠
点
を
置
く
場
所
」
が
多
か
っ
た
。
傍
線
部
に
こ
の
意
味
を
当

て
は
め
て
も
文
意
は
通
り
そ
う
だ
が
、「
端
緒
」
は
〈
物
事
の
起
こ
る
き
っ
か
け
・
手
が
か

り
・
糸
口
〉
の
意
。
語
句
自
体
の
意
味
と
文
脈
と
の
両
方
に
注
意
し
て
解
答
し
よ
う
。

㈡　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
石
帯
の
玉
を
盗
み
、
ｂ
得
た
銭
で
病
の
父
を
医
師
に
診
せ
る
た
め
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
６
点

※
ａ
部
２
点
・
ｂ
部
４
点

全
体
的
に
、
解
答
の
方
向
性
は
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、〈
石
帯
の
玉
を

盗
む
〉
と
い
う
直
接
の
目
的
と
、〈
そ
れ
に
よ
り
お
金
を
得
て
、
父
を
医
師
に
診
て
も
ら

第
一
回
　
高
ニ



う
〉
と
い
う
本
来
の
目
的
と
の
、
一
方
し
か
押
さ
え
て
い
な
い
答
案
も
多
か
っ
た
。

㈢　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
自
分
が
飲
ん
だ
毒
酒
は
、
ｂ
南
島
に
つ
い
て
何
一
つ
理
解
せ
ず
に　
ｃ
そ
れ
を
日
本
の

た
め
の
架
け
橋
に
し
よ
う
と
し
た　

⒜
自
身
の
愚
か
さ
に
対
す
る
報
い
で
あ
り
、
ｄ
娘
に
罪

は
な
い
と
考
え
た
か
ら
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
12
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
３
点
・
ｃ
部
３
点
・
ｄ
部
３
点

ｂ
の
要
素
を
押
さ
え
て
い
た
人
は
多
か
っ
た
。
ｃ
は
、
押
さ
え
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
と
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
ａ
は
、
ま
と
め
方
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
中
途
半
端
な

押
さ
え
方
に
な
っ
て
い
る
人
が
目
に
つ
い
た
。
ｄ
を
押
さ
え
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

㈣　

よ
く
で
き
て
い
た
。
誤
答
は
イ
が
少
し
目
に
つ
い
た
。

㈤　
〔
採
点
基
準
〕

〝
あ
え
て
ａ
石
牌
で
は
な
く
数
年
で
朽
ち
る
木
牌
を
築
く
こ
と
で
、
ｂ
建
て
替
え
の
た
め
に

往
来
す
る
船
や
人
を
増
や
し
、
ｃ
南
海
の
島
々
を
長
年
か
け
て
富
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う

こ
と
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
12
点

※
ａ
部
４
点
・
ｂ
部
４
点
・
ｃ
部
４
点

解
答
の
方
向
性
が
正
し
い
答
案
が
多
か
っ
た
一
方
で
、
空
欄
の
ま
ま
の
答
案
も
少
し
目
に

つ
い
た
。
よ
く
書
け
て
い
る
答
案
の
中
に
も
、
ｂ
〈
建
て
替
え
の
た
め
に
〉
と
い
う
目
的
の

説
明
や
、
ｃ
〈
長
い
時
間
を
か
け
て
（
富
ま
せ
る
）〉
と
い
う
要
素
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、

細
か
く
減
点
さ
れ
て
し
ま
う
答
案
が
多
か
っ
た
。

㈥　

ま
ず
ま
ず
の
出
来
。
ウ
・
エ
を
選
ん
で
い
た
人
の
割
合
は
、だ
い
た
い
同
じ
く
ら
い
だ
っ

た
。
誤
答
は
ア
・
イ
・
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
同
程
度
に
散
ら
ば
っ
た
。

三　

古
文

㈠　

①
「
た
ま
へ
／
ら
む
」
の
よ
う
に
単
語
に
分
け
て
、「
ら
む
」
を
「
現
在
推
量
の
助
動

詞
」
と
す
る
誤
答
が
多
か
っ
た
。

②
①
と
同
じ
く
、
正
し
く
単
語
に
分
け
ら
れ
な
い
答
案
が
目
に
つ
い
た
。
比
較
的
多
か
っ

た
の
は
、「
見
／
せ
／
ま
ほ
し
き
」
の
よ
う
に
単
語
に
分
け
て
、「
せ
」
を
使
役
の
助
動
詞
と

す
る
誤
答
で
あ
る
。「
解
説
」
を
読
ん
で
復
習
し
て
ほ
し
い
。

㈡　

⒳
誤
答
は
ア
・
イ
が
多
か
っ
た
。「
い
か
に
」
に
は
〈
ど
の
よ
う
に
〉
の
意
も
あ
る
が
、

ア
・
イ
と
も
、
そ
れ
に
続
く
解
釈
が
不
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
は
〈
ど
ん
な
に
か
（
美
し
い
だ

ろ
う
）〉〈
さ
ぞ
か
し
（
見
事
だ
ろ
う
）〉
の
意
で
、
程
度
を
強
調
し
て
い
る
。

⒴
誤
答
は
イ
・
ウ
・
エ
に
分
散
し
た
。

⒵
誤
答
は
ア
・
ウ
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
は
ふ
す
ま
障
子
の
穴
か
ら
浮
舟
の
姿
を
見
よ
う
と

し
、
そ
の
妨
げ
に
な
り
そ
う
な
几
帳
な
ど
の
位
置
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

㈢　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
浮
舟
が
尼
に
な
っ
た
の
で
、
⒞
こ
こ
に
は　

ｂ
あ
な
た
が　
ｃ
共
寝
を
す
る
相
手
も
い

な
い
と
い
う
こ
と
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
８
点

※
ａ
部
４
点
・
ｂ
部
１
点
・
ｃ
部
３
点

「
ど
う
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
な
の
で
、〈
木
枯
が
吹
い
た

山
の
ふ
も
と
に
は
…
…
〉
な
ど
の
直
訳
の
よ
う
な
解
答
で
は
得
点
で
き
な
い
。「
浮
舟
が
出

家
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
」
と
い
う
設
問
文
の
内
容
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
た
い
。

㈣　

⒜
誤
答
は
ウ
が
目
立
っ
た
。「
た
て
ま
つ
り
」
は
謙
譲
語
で
、
動
作
を
受
け
る
人
を
敬

う
か
ら
、ウ
で
は
中
将
自
身
が
「
心
か
け
た
は
ま
ん
男
（
＝
中
将
）」
に
「
見
」
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

⒝
㈣
の
中
で
は
、
比
較
的
正
答
率
が
高
か
っ
た
。

⒞
誤
答
は
ウ
が
目
立
っ
た
。
⒜
と
同
じ
く
、「
き
こ
え
」
は
謙
譲
語
だ
か
ら
、「
教
へ
（
教

ふ
）」
と
い
う
動
作
を
受
け
る
人
に
対
す
る
敬
意
に
な
る
。

⒟
㈣
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
正
答
率
が
低
か
っ
た
。

㈤　

ⅰ　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
出
家
前
の
普
通
の
姿
の
時
は　

ｂ
気
兼
ね
な
さ
る
こ
と
も　

ｃ
あ
っ
た
だ
ろ
う

ｄ
が
〟
を
押
さ
え
て

―
―
７
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
１
点
・
ｄ
部
１
点



ⅱ　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
き
っ
と　

ｂ
気
安
く　
ｃ
お
話
し
申
し
上
げ
る
こ
と
が　

ｄ
で
き
そ
う　
ｅ
で
す
〟
を

押
さ
え
て

―
―
７
点

※
ａ
部
１
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
１
点
・
ｅ
部
１
点

ⅰ
・
ⅱ
と
も
、
空
欄
の
ま
ま
の
答
案
が
散
見
さ
れ
た
。
状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
傍
線
部
の
単
語
を
丁
寧
に
現
代
語
に
置
き
換
え
て
い
け
ば
、
何
点
か
部
分
点
を
も
ら
え

る
こ
と
も
あ
る
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
解
答
し
て
ほ
し
い
。

㈥　

誤
答
は
ウ
・
オ
が
多
か
っ
た
。「
解
説
」
に
書
い
た
と
お
り
、
少
将
の
尼
は
目
の
前
に
い

る
（
出
家
後
の
）
浮
舟
の
美
し
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
将
は
、
出
家
し
た

浮
舟
と
話
を
し
た
い
と
、
少
将
の
尼
に
提
案
し
て
い
る
。

四　

漢
文

㈠　

⑴
の
「
か
つ
て
」
は
よ
く
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
⑵
「
お
よ
そ
」
は
「
ぼ
ん
」
と
す

る
誤
答
が
多
い
。
苦
し
紛
れ
に
書
い
た
だ
け
だ
と
は
思
う
が
、
日
本
語
と
し
て
も
う
少
し
そ

れ
ら
し
い
読
み
方
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
⑶
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
は
、
予
想
通

り
「
こ
れ
を
も
っ
て
」
と
読
ん
だ
誤
答
が
多
い
。

㈡　

⒜
イ
「
結
実
」
と
し
た
誤
答
が
多
い
が
、「
蕃
」
に
も
「
衍
」
に
も
〈
実
を
結
ぶ
〉
と

い
う
意
味
は
な
い
。
⒝
は
オ
「
利
用
し
て
い
る
」
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
を
機
会
に

「
重
宝
（
す
る
）」
と
い
う
言
葉
を
自
分
の
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
⒞
も
予
想
通
り
ウ
「
困
る

こ
と
な
く
」
と
し
た
誤
答
が
多
い
が
、「
窮
」
に
〈
困
る
〉
の
意
味
は
な
い
。

㈢　

正
解
の
「
歳
不
登
」
が
一
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
も
「
雖
歳
不
・
死
刑
者
・

終
天
年
・
少
五
穀
・
海
産
木
・
不
能
免
・
于
薩
摩
・
試
種
之
・
薬
苑
中
・
蕃
薯
考
」
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
誤
答
が
あ
っ
た
。

㈣　

ⅰ
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
未
だ
ｂ
数
年
な
ら
⒜
ず
し
て
ｃ
処
と
し
て
ｄ
種
ゑ
ｅ
ざ
る
は
無
し
〟
を
押
さ
え
て―

―
５
点

※
ａ
～
ｅ
部
各
１
点

ま
ず
、
返
り
点
の
順
序
に
従
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
も
立

て
な
い
。
そ
こ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
上
で
、「
未
だ
…
…
ず
」
の
よ
う
な
代
表
的
な
句
形
を
一

通
り
押
さ
え
れ
ば
、
一
応
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
は
立
つ
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
上
位
校
を
目
指
す
な
ら
ば
「
処
と
し
て
」
と
い
っ
た
慣
用
表
現
や
「
ざ

る
は
無
し
」
と
い
う
二
重
否
定
を
自
分
の
も
の
に
す
る
。
さ
ら
に
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
に
差
を

つ
け
る
た
め
に
は
、「
種
う
」
が
ワ
行
下
二
段
活
用
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
「
種
ゑ
」

と
書
き
下
す
。
な
お
、
書
き
下
し
文
で
は
、「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
」
と
い
っ
た
指
示
が
な

い
限
り
、
助
動
詞
や
助
詞
と
い
っ
た
付
属
語
以
外
の
自
立
語
は
漢
字
の
ま
ま
残
す
こ
と
。

　

ⅱ
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
ま
だ
数
年
も
経
た
な
い
の
に
、
ｂ
ど
ん
な
場
所
で
も
ｃ
さ
つ
ま
い
も
を
ｄ
植
え
⒝
な
い

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
〟
を
押
さ
え
て

―
―
５
点

※
ａ
部
１
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
１
点
・
ｄ
部
１
点

書
き
下
し
は
文
語
に
よ
る
日
本
語
訳
な
の
で
、
ⅰ
が
で
き
た
人
は
ⅱ
も
で
き
て
い
る
。
ま

ず
は
書
き
下
し
文
の
音
読
を
繰
り
返
し
、
漢
文
の
言
い
回
し
に
慣
れ
て
し
ま
い
た
い
。

㈤　

ア
は
多
く
の
人
が
押
さ
え
ら
れ
た
が
、ウ
の
代
わ
り
に
オ
を
選
ん
だ
人
が
多
い
。「
如し

く

は
莫な

し
」
は
確
か
に
〈
一
番
だ
〉
と
い
う
意
味
だ
が
、
そ
の
上
に
あ
る
「
百
穀
之
外
〈
＝
多

く
の
穀
物
以
外
で
は
〉」
と
い
う
条
件
が
重
要
。
あ
く
ま
で
も
穀
物（
特
に
米
）
が
優
位
な
の

で
あ
る
。
も
し
さ
つ
ま
い
も
が
「
他
の
ど
ん
な
穀
物
よ
り
も
優
れ
」
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
中
の
主
食
は
さ
つ
ま
い
も
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。

㈥　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
甘
藷
の
栽
培
法
を
記
述
し
た
ｂ
青
木
の
ｃ
『
蕃
薯
考
』
を
出
版
し
、
ｄ
種
子
と
と
も
に

ｅ
諸
国
諸
島
に
⒟
配
布
し
た
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
８
点

※
ａ
部
２
点
・
ｂ
部
１
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
２
点
・
ｅ
部
１
点

ま
ず
は
、
本
文
に
三
回
出
て
く
る
「
官
」
が
設
問
に
あ
る
「
政
府
（
幕
府
）」
の
意
味
で

あ
る
こ
と
を
見
抜
く
。
そ
し
て
、
三
番
目
の
「
官
」
が
主
語
だ
と
気
づ
け
ば
、
こ
の
一
文
が

「
時
の
政
府
（
幕
府
）
が
取
っ
た
施
策
」
を
述
べ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。


